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＜連絡事項＞

・「報告・連絡・相談」はタイムリーに実施していきましょう。時間が経ってしまうと役にたたない情報も出てきます。報告した上でリーダー、現場の判断はついてくるものです。

・疥癬疑いの対応・処置の今回の取り組みは、今後の発生がないように教訓にしてください。時間が経つと意識は薄れていくものです。

・各勤務帯の動静報告は忘れずに行なって下さい。また、準夜帯スタッフの日誌回覧も忘れずに実施してください。

・物品発注の際は、発注用紙の備考欄に「使用する目的」を記載するのも忘れないでください。

・入院があった為、部屋移動を行っています。

　　　谷内　愛子様　　　８号室　→　１０号室

　　　佐々木　たみ様　　１０号室　→　１３号室

＜患者様連絡事項＞

・荒屋敷　チエ様～南病棟から東病棟へ移動してきてから自傷行為みられていない為、本日部屋移動の声掛けを行っていますが、その際にイライラ感訴えられています。他害行為の訴えも聞かれている為、部屋移動せずに９号室にて様子観察を行なって下さい。ルジオミール（精神神経用剤）追加処方、臨時薬継続処方となっています。引き続き、希死言動・自殺行為に注意して観察をしてください。
・下村　英三朗様～アルコール依存症治療プログラムが２期目に入った事もあり、西Aユニットへのベッドコントロールをかけています。転棟サマリーを記載し、カルテの記入漏れがないか確認してください。

・杉澤　恵子様～夜間の睡眠状態について、睡眠チェック表に忘れずに記載するようにしてください。

・石塚　文明様～抗生剤の点滴は本日で止めとし、今後は様子をみていくとの事です。プロスタルモ（ホルモン剤）の点滴は継続で処方となっています。引き続き、排尿・排便の観察を行なっていきましょう。

・坂井　彩乃様～昨日・本日と排便なく、本人より希望もあり、シンラック３滴服用されています。本日の昼に排便があったと本人より話しがありました。

・坂　貢様～風邪症状悪化している様子伺えている為、ケベラＳ（肝臓疾患用剤）が３日分処方となっています。引き続き、風邪症状の観察・訴えを確認していきましょう。

・野村　理幸様～本日、薬剤調整をおこなっており、リントン（精神神経用剤）止めとなり、臨時薬継続処方となっています。服薬拒否や奇異な行動がないか等、観察を行ってください。
・森越　義夫様～本日の朝食は、主食：全量、副食：１/２摂取出来たことから、利尿剤・下剤が臨時薬処方となっています。以後、継続処方との事です。排尿・排便の観察を行なっています。

・谷内　愛子様～現在、処方されている臨時薬に、ガスター（消化性潰瘍用剤）・ノーマルン（精神神経用剤）が追加となり１週間分処方となっています。引き続き、希死言動・自殺行為に注意して観察を行ない、訴えについても心気的訴えありますが傾聴していきましょう。

＜新入院患者様情報＞

・嶋本　岩松様（47歳）　アルコール依存症・糖尿病　任意入院　主治医：川端Dr
　　　　　　　　　　病棟：東A　8号室（隔離室）

　
　お酒が止められないと、家族より入院希望の相談があっていた方。本日、姉様同伴で受診される。20歳から飲酒、30歳頃土木作業員として働くようになってから継続飲酒され、40歳頃からは飲酒量が増加。今年8月に飲酒状態で転倒、八戸市民病院入院。退院後1ヶ月は飲酒しないでいたが、9月末から再飲酒し飲酒運転で逮捕されたり、保護されるなどあった。断酒希望あり、本人からの同意得られた為、昨夜まで飲酒・酒臭あり、離脱症状が考えられる為、東A隔離室に任意入院となっている。

　入院後、喫煙要求聞かれているが、今は保護室に入っている為遠慮してもらうよう伝え、本人も了解しています。衣類・必要品については、後日家族が持ってくるとの事です。

　※昨日まで飲酒していた為、離脱症状が出てこないか観察をおこなってください。

　　主治医より、明日朝までの状態をみて隔離解除にするか検討するとの事。













